
［成果情報名］血液生化学検査を用いた県内黒毛和種長期不受胎牛の分類 

［要約］県内黒毛和種繁殖農場で飼養される長期不受胎牛は、血液生化学検査項目 BUN お

よび T-Cho によって特徴付けられ、３つの型に分類できる。 
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［背景･ねらい］ 

長期不受胎牛(人工授精等を３回以上実施しても受胎しない牛)は、外貌・生殖器等に著

変を認めず、明瞭な発情周期を示すことが多く、人工授精→不受胎→人工授精というサイ

クルを繰り返しながら、受胎せず長期経過してしまいやすい。長期不受胎化する要因は明

らかではなく、繁殖牛としての予後予測や、広く普及する受胎支援法もないため、コスト

増・収入減の原因となり、分娩間隔等の繁殖経営指標を悪化させる。 

これまで農場に存在する長期不受胎牛の血液性状に関する調査・報告は少ない。そこで

長期不受胎化を予防する技術および長期不受胎を解消する技術開発の基礎データとするた

め、県内黒毛和種繁殖農場で飼養される長期不受胎牛にみられる血液生化学的な特徴を調

査する。 

 

［成果の内容･特徴］ 

１．県内黒毛和種繁殖農場で飼養される長期不受胎牛は、繁殖成績に問題のない健常牛と

比較して、基準範囲外の血液生化学検査項目を有する割合が高い（表１、２）。 

２．血液生化学検査項目 BUN(血液尿素窒素)および T-Cho（総コレステロール）について、

健常牛の約７割が両項目基準範囲±誤差範囲内であるのに対し、長期不受胎牛の約７

割は、その範囲外となる（図１）。 

３．血液生化学検査項目 BUN および T-Cho を用いて、県内黒毛和種繁殖農場で飼養される

長期不受胎牛の特徴付けが可能で、３つの型に分類できる（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．長期不受胎牛の分類は、農場を訪問した指導員、人工授精師、獣医師等が、長期不受

胎牛に遭遇した場合（農場主からの相談等含む）の状態把握に役立つ。 

２．採血は、発情日を避け、採食後３～４時間頃を目安とし、採血後１時間以内に検査す

ることが望ましい。 

３．BUN 値および T-Cho 値は飼養管理の影響を反映しやすい項目であり、この成果は、栄

養面から長期不受胎化の予防および解消技術を検討するための参考となる。 

４．県内農場において、長期不受胎牛と判断される牛の中には、疾病に罹患している牛が

存在する可能性があるため、早期に獣医師の診断を受けることが望ましい。 

  



［具体的データ］ 

表１ 血液生化学検査項目と基準範囲    表２ 長期不受胎牛と健常牛の血液生化学 

検査結果の比較                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 長期不受胎牛・健常牛の BUN 値および T-Cho 値の分布の違い 

 

表３ 血液生化学検査項目 BUN と T-Cho を用いた長期不受胎牛の分類 
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